
254,255 244,276 

1 単 地域経済維持事業

①②県の休業要請に該当しないが町の休業要請を受け
休業した飲食店等を支援する
③150,000円×3店舗
④町が休業要請した地域の飲食店等

R2.5.7 R2.5.29 450 450 
①町内3店舗にそれぞれ150,000円を
給付。
②事業継続の一助となった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、地域経済の状況を注
視し必要な対策を検討する。

2 単
子育て世帯支援事
業

①学校休校により学校給食が停止する等をふまえ、保護
者の経済的負担軽減を図るため今年度の学校給食費を
助成する
②学校給食費
③（1～6年生）52,000円　（7～9年生）63,000円
④義務教育学校生の保護者等

R2.5.1 R3.2.26 13,500 13,500 

①対象児童生徒245名に対し学校給
食費の助成を行った。
②保護者の経済的負担の軽減に繋
がった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、家計に対する影響を
注視し必要な対策を検討する。

3 単
子育て世帯支援事
業

①②子育て世帯に対する生活支援として高校3年生まで
子育て世帯臨時給付金を上乗せ及び拡充する
③中学生まで 10,000円
　高校1年生 　20,000円
　高校2,3年生 30,000円
　事務費
　印刷製本費  74千円
　通信運搬費  71千円
　消耗品費    100千円
④保護者等

R2.5.26 R2.8.31 7,095 6,850 

①子育て世帯臨時給付金の上乗せ
及び拡充
　　中学生まで　　355人
　　高校1年生　　　33人
　　高校2,3年生　88人
②保護者の経済的負担の軽減に繋
がった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、家計に対する影響を
注視し必要な対策を検討する。

4 単
子育て世帯支援事
業

①②ひとり親世帯へ生活支援助成
③子ども1人世帯　30,000円
　子ども2人世帯　 60,000円
④ひとり親世帯

R2.5.26 R2.8.31 1,230 1,230 

①ひとり親世帯への助成
　　子ども1人世帯　25世帯
　　子ども2人世帯　 8世帯
②ひとり親世帯の経済的負担の軽減
に繋がった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、家計に対する影響を
注視し必要な対策を検討する。

5 単
子育て世帯支援事
業

①②子育て世帯に対する生活支援として４月２８日以降の
出生児（令和３年３月３１日生まれまで）に特別定額給付
金を支給
③出生児１人につき　100,000円
④子どもの保護者等

R2.5.26 R3.3.31 900 900 
①対象者9人に助成を行った。
②子育て世帯の経済的負担の軽減
に繋がった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、家計に対する影響を
注視し必要な対策を検討する。

6 単 事業継続支援事業

①②2月～6月のいずれか1ヶ月の事業収入が、前年同月
と比較して20％以上減収した事業者等へ事業継続支援金
を給付する
③従業員5人以上の事業者　800,000円
　　従業員5人未満の事業者　400,000円
　　個人事業主　　　　　　 200,000円
　事務費
　印刷製本費  31千円
　通信運搬費  35千円
　消耗品費　  100千円
④年間営業収入120万円以上の町内事業所及び個人事
業主

R2.5.26 R2.10.31 31,366 31,200 

①事業継続支援金
　　従業員5人以上　20社
　　従業員5人未満　15社
　　個人事業主　　　 46人
②町内事業所及び個人事業主の事
業継続の一助となった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、地域経済の状況を注
視し必要な対策を検討する。
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7 単
生活急変学生等支
援事業

①②大学生等の生活を支援
③県外での修学生　100,000円
　県内での修学生　　 50,000円
　事務費
　印刷製本費49千円　通信運搬費35千円　消耗品費99千
円
④町内に住所を有する者又は保護者が町内に住所を有
するもので、大学（大学院含む）・短期大学・高等専門学
校・専修学校生

R2.5.26 R2.8.31 6,935 6,750 

①大学生等生活支援
　　県外45件
　　県内45件
②大学生等の経済的負担の軽減に
繋がった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、家計に対する影響を
注視し必要な対策を検討する。

8 単
地域経済活性化事
業

①地域経済を活性化させるため及び町民の生活支援とし
て、1人当たり１２，０００円分（18歳未満は６，０００円）の
商品券を配布
②町内商店、飲食店等限定使用
③18歳以上12,000円、18歳未満6,000円
　　事務費
　　会計年度任用職員雇用 3,605千円
　　印刷製本費    574千円
　　通信運搬費  1,560千円
　　消耗品費　     415千円
④全町民

R2.6.12 R3.2.26 58,106 51,952 

①町内限定商品券を配布
　　18歳以上　4,162人
　　18歳未満　　473人
②地域経済の活性化及び各家庭の
経済的負担の軽減に繋がった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、家計に対する影響を
注視し必要な対策を検討する。

9 単 防災活動支援事業

①公共空間での感染機会の削減
②避難所の３密を避けるための資材購入や避難所の衛
生環境を保つため、テントや消毒液等を備蓄する
③避難所用プライベートテント 50個×50,000円=2,500千
円
　 簡易ベット 50個×30,000円=1,500千円
　布マスク　　　200枚×＠400円=80千円
　不織布マスク　5,000枚×＠58.3円=292千円
　消毒液　　　　100個×2,000円=200千円
　防御具セット  30セット×24,200円=726千円
　ロールマット、エアーマット等 6組×95,000円=570千円
　防災用ウエットタオル 5組×26,400円＝132千円
④各避難所、備蓄倉庫

R2.6.12 R3.2.26 5,910 5,910 

①避難所の衛生環境を保つため、プ
ライベートテント、簡易ベッド、除菌消
毒用品等の購入を行った。
②災害時の感染機会の削減が図ら
れるとともに良好な衛生環境が保た
れることに寄与する。

①備品、消耗品等について使用可能
かどうか定期的に確認する必要があ
る。
②有事に備え適切な管理を行ってい
く。

10 単

遠隔・オンライン学
習の環境整備、
GIGAスクール構想
への支援事業

①「1人1台端末」の早期実現や、家庭でも繋がる通信環
境を整備し、学校等の臨時休校においても、ICTの活用に
より全ての子供たちの学びを保障できる環境を整備する
②タブレットやモバイルルーター等の整備に要する経費
③義務教育学校のタブレット整備にかかる補助を超える
部分の整備費 12,698千円
 【内訳】
・タブレットPC @45千円×1.1×246台＝12,177千円
　うち国庫補助見込額　@45千円×164台＝7,380千円
・その他端末に関する経費　7,802千円
・モバイルルーター　@15千円×1.1×6台＝99千円
④義務教育学校

R2.5.12 R2.10.30 12,286 12,286 

①タブレットの購入により全校児童生
徒分の端末を確保した。
②臨時休校時においても学びの環境
を確保することに繋がっている。

①子どもが使用するため取り扱いに
注意し、長期間使用できるよう配慮が
必要。
②適切な管理を行っていく。



事業
始期

事業
終期

成果及び評価
①成果・効果
②評価

課題及び今後の方向性
①課題
②今後の方向性

総事業費
（千円）

交付金
充当額
（千円）

事業の実績（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

Ｎｏ

補
助
・
単
独

交付対象事業の名
称

11 単
経営継続補助金
（国庫）への上乗せ

①新型コロナウイルス感染症の影響を克服するため、感
染防止対策を行い、生産等の取組を支援する。
②接触機会を減らす生産・販売への転換に要する経費
③経営継続補助金に係る農林漁業者の自己負担分（１/
４）の１/２を補助（上限1,000千円）
④　農林漁業者（個人）

R2.9.16 R3.3.31 6,002 6,002 
①経営継続補助金への上乗せとして
農林漁業者12人に助成を行った。
②経営継続の一助となった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、地域経済の状況を注
視し必要な対策を検討する。

12 単
失業者等の再就職
応援事業

①②コロナウイルス感染症による倒産や業績不振などの
会社都合により職を失った方等へ今後の就活を応援する
ため就活支援金を給付する
③1人あたり200千円
④失業者等

R2.8.11 R3.1.29 800 800 

①就活支援金として4人に対し助成を
行った。
②再就職を目指す方の経済的負担
の軽減に繋がった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、地域経済の状況を注
視し必要な対策を検討する。

13 単
新たな健康づくり事
業

①②新型コロナウイルス感染症の影響により外出等が制
限されることで、筋力低下等の状態を把握して心身の健
康状態を保つための指導を行うために体組成計を購入し
活用する
身長・体重・体組成計購入費
③自動身長計付体組成計及び体組成計購入　2,111千円
④健康センター

R2.8 R2.11 2,128 2,111 
①自動身長計付体組成計及び体組
成計の購入。
②保健指導の充実に寄与している。

①適切な管理を行い備品の長寿命化
を図る必要がある。
②保健指導に長期的に活用できるよ
う適切な管理を実施していく。

14 単
福祉施設等空間安
全・安心確保事業

①②社会福祉施設や飲食店等において、間仕切りや必需
物品の購入など感染症予防対策を実施した場合にその
経費について助成する
③１事情所あたり上限300千円
④社会福祉施設、飲食店、歯科医院

R2.8.11 R2.12.31 2,364 2,364 

①社会福祉施設や飲食店等における
感染症対策に要する経費として助成
を行った。
　　7事業所×300,000円
　　1事業所×263,725円
②感染症拡大防止に繋がった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、地域経済の状況を注
視し必要な対策を検討する。

15 単
マスク着用推進・感
染拡大防止事業

①マスク収納ケースを作成し、飲食店等への提供と公共
施設へ配置してマスク着用の推進と感染症拡大防止の周
知を図る。
②オリジナルマスク抗菌ケースの作成費
③20,000枚
④飲食店、公共施設

R2.8.11 R2.12.10 499 499 
①マスク収納ケースを作成し、飲食店
及び公共施設への配布を行った。
②感染症拡大防止に繋がった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢、地域経済の状況を注
視し必要な対策を検討する。

16 単
公共施設空間安
全・安心確保事業

①②公民館、地区児童館、スポーツ施設等の空調機器購
入により、定期的な換気により施設の利用者等が安心し
て利用できる環境構築、公共施設に備消耗品の購入、施
設の除菌機器購入など、公共空間での感染機会の削減
や感染症拡大防止を図る
③パーテーション、体温検知AI顔認証カメラ、アルコール
噴霧器、換気機器、滅菌機、空気清浄機、ワイヤレス
チューナー・マイク、その他除菌関係消耗品等
④公共施設等

R2.8.11 R3.3.31 12,901 11,990 

①感染症拡大防止を図るため、備
品、消耗品等を購入。
②公共空間での感染機会の削減や
感染症拡大防止に繋がった。

①適切な管理を行い備品の長寿命化
を図る必要がある。
②備品については長期的に活用でき
るよう適切な管理を実施していく。
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17 単
図書館パワーアッ
プ事業

①②感染機会を削減する「新しい生活様式」に対応するた
め、図書室が密にならないよう大幅なリニューアルと図書
管理システム導入により貸出機会を増やすと共に、多くの
人が読む本を消毒するため図書消毒機を備える。
③蔵書購入803千円　 備品購入10,236千円
　　システム導入3,850千円
　
④公民館、みなくる、義務教育学校

R2.9.16 R3.3.31 14,889 14,085 

①感染症拡大防止を図るため、備
品、消耗品等を購入。
②公共空間での感染機会の削減や
感染症拡大防止に繋がった。

①適切な管理を行い備品の長寿命化
を図る必要がある。
②備品については長期的に活用でき
るよう適切な管理を実施していく。

18 単
テレワーク環境導
入事業

①②テレワーク端末の導入と環境を構築し、場所や時間
にとらわれない柔軟な働き方を可能とするため必要な機
器購入及びシステムを構築すると共に、行政文書を電子
データ化し、検索性の高いファイル形式で共有する仕組み
を構築することで自席にこだわらない多様な業務体系を
創出する。
③テレワーク端末等機器　12,839千円
　 WEB会議用ヘッドセット　　 123千円
　 テレワーク環境整備費　　1,254千円
　 システム導入費　　　　　　　270千円
④公共施設

R2.9.16 R3.3.31 14,486 14,486 

①感染症拡大防止を図るため、町職
員のテレワーク環境整備を実施した。
②公共空間での感染機会の削減や
感染症拡大防止に繋がった。

①適切な管理を行い機器の長寿命化
を図る必要がある。
②備品については長期的に活用でき
るよう適切な管理を実施していく。

19 単
密集軽減のための
輸送能力増強事業

①②感染症相談者や各種健診又は教室或いは園児等の
送迎にあたり、密集を避けるため送迎・運搬車両を増車購
入する
③送迎用マイクロバス購入
　 ワゴン車（１０人乗り）購入
　 健診、教室資材運搬車
④公共施設

R2.9.16 R3.3.31 19,809 19,809 

①感染機会の削減を図るための送迎
車の購入
　　マイクロバス　8,009千円
　　ワゴン車　　　 8,064千円（２台）
　　資材運搬車　 3,736千円

①適切な管理を行い車両の長寿命化
を図る必要がある。
②長期的に活用できるよう適切な管
理を実施していく。

20 単 防災活動支援事業

①避難所の衛生環境を保つため空調設備の設置する
②避難所空調設備
③空調設備設置工事29,260千円、設計監理業務7,172千
円
④地区分館（避難所）

R2.9.16 R3.3.31 36,432 36,432 

①災害時の感染機会の削減を図るた
め、避難所28箇所へ空調設備を整
備。
②公共空間での感染機会の削減や
感染症拡大防止に繋がった。

①適切な管理を行い機器の長寿命化
を図る必要がある。
②長期的に活用できるよう適切な管
理を実施していく。

21 単 運動機会促進事業

①こどもセンター屋外遊具を点在させ密にならない空間を
確保すると共に園児の運動機会を促進し、コロナ感染しに
くい体力を身につけさせるため、屋外の遊具を整備する
②③コンビネーション遊具等の設置
④こどもセンター

R2.9.16 R3.3.31 3,594 3,594 

①感染機会の削減及び園児の運動
促進のため屋外遊具を整備。（繰越
事業のため実績は前払金のみ）
②感染機会の削減や運動促進へ寄
与することが期待される。

①適切な管理を行い機器の長寿命化
を図る必要がある。
②長期的に活用できるよう適切な管
理を実施していく。

22 補
子ども・子育て支援
交付金

①②新型コロナウイルス感染症対策に伴う小学校の臨時
休業等により、春休み終了日の翌日以降（夏季、冬季、学
年末などの休業日を除く。）、平日において午前中から開
所するための人材確保等に要する経費を補助する。
③放課後児童クラブの保育士等職員人件費
④子育て支援多世代交流館「みなくる」内で実施している
放課後児童健全育成事業

R2.4.1 R3.3.28 45 16 

①学校の休校にあわせて放課後児
童クラブを開所した。
②子育て世帯の負担軽減に繋がっ
た。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢を注視し必要な対策を
検討する。
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23 補
学校保健特別対策
事業費補助金

（感染症対策のためのマスク等購入支援事業）
①②保健衛生用品の購入に必要となる経費を補助する。
③消耗品　88千円
④義務教育学校

R2.4.1 R3.2.10 88 42 

①感染症拡大防止を図るため、除菌
衛星関係消耗品を購入。
②学校環境での感染機会の削減や
感染症拡大防止に繋がった。

①新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化している。
②今後の情勢を注視し必要な対策を
検討する。

24 補
学校保健特別対策
事業費補助金

（学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事
業）
①②学校再開に際して、感染症対策を徹底しながら生徒
の学習保障をするために支援する経費を補助する。
③消耗品　　 　　96千円
　 教材備品　　591千円
　 機械器具　1,472千円
④義務教育学校

R2.4.1 R3.3.31 2,159 1,000 

①感染症対策を徹底しながら学校活
動を行うための環境整備。
②学校環境での感染機会の削減や
感染症拡大防止に繋がった。

①適切な管理を行い機器の長寿命化
を図る必要がある。
②長期的に活用できるよう適切な管
理を実施していく。

25 補
公立学校情報機器
整備費補助金

（学校からの遠隔学習機能の強化事業）
①②学校の臨時休校等においても、学校と児童生徒との
やりとりを円滑に行うための環境を整備する経費を補助す
る。
③義務教育学校の遠隔学習機能の強化にかかる補助を
超える部分の整備費
Webカメラ（マイク一体型）　281千円
④義務教育学校

R2.8.3 R2.10.23 281 18 
①休校中における学習環境の整備
②感染機会の削減や感染症拡大防
止に繋がった。

①適切な管理を行い機器の長寿命化
を図る必要がある。
②長期的に活用できるよう適切な管
理を実施していく。


